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『福祉健康科学研究』投稿規定

　福山平成大学福祉健康学部紀要『福祉健康科学研究』は，教員相互の研究交流と，教育研究
活動を議論する場の提供を目的に発行するものである。

1．原稿のカテゴリー
　総説，原著論文，その他（報告，研究ノート，資料，書評，学会動向等）とする。投稿論文には，
査読を課す。カテゴリーは，執筆者の申請をふまえて，編集委員会が決定する。また，一般投
稿論文とは別に共通テーマの設定や特集などを企画し，内容の充実を図る場合もある。

2．投稿資格
　投稿論文の執筆者には，福山平成大学福祉健康学部教員が必ず含まれていることとする。

3．体裁
　紀要の体裁は，A4判横書きとする。原稿の受け渡しはA4判とし，別途『投稿の手引き』に
おいて詳細を定める。

4．原稿量
　刷り上がりで最大10ページを目安とする。10ページの目安は和文の場合およそ10,000字，
英文の場合は3,000語程度である。論文への掲載料は徴収しない。

5．論文記載順序
(1)　和文原稿の場合
　和文タイトル，著者名，所属，連絡先（E-mail），和文要旨（600字程度），キーワード（３語），
本文の順に記載。注記，参考文献は論文末に一括して記述する。最終ページには，欧文タイトル，
欧文著者名，欧文所属，欧文連絡先，欧文要旨（200～300 語程度），キーワード（３語）をつける。
⑵　英文原稿の場合
　論文タイトル，著者名，所属，連絡先（E-mail），要旨（200～300語程度），キーワード（３語），
本文の順に記載。注記，参考文献は論文末に一括して記述する。

6．著作権
　掲載された論文等の著作権は，福山平成大学に帰属するものとする。ただし，著者が教育・
研究に利用する場合は，再利用を妨げない。

7．原稿料
　原稿料は支払わない。

8．その他
⑴　書式：論文タイトル，要旨などは活字を少し大きくし，ぺージ全面を使用する。
　　　　　本文以下は各ページとも左右に分け，1行25文字40行とする。
(2)　発行部数は50部とする。
(3)　ISSN へ登録する。

2024（令和６）年度 福祉健康学部紀要委員会

編集後記

委員長

委　員

森澤　桂

大中　章

足立　登志也

河野　洋

　数多くの方々のご協力により『福祉健康科学研究』第20巻を発刊すること

ができましたことに深く感謝申し上げます。今回は20篇の論文を掲載するこ

とができました。投稿いただいた先生方と査読をご担当いただいた先生方にま

ずは御礼申し上げます。

　近年、多くの学会ではオンライン投稿となり、発刊も紙媒体での形式から、

オンラインジャーナルに変更されてきています。また、専門雑誌も紙媒体は休

刊となり、電子配信での発刊が進んできています。このような流れの中、本紀

要は 2021（令和３）年より、投稿の手続きを変更してまいりました。2022（令

和４）年からは、本紀要は機関リポジトリをメインに公開することになりまし

た。発表形態は変われども研究成果発表の場として紀要の重要性は変わりませ

ん。

　この紀要を編集するにあたり、紀要委員の大中先生、足立先生、河野先生、

庶務課の髙畑様、株式会社 P ‘z コーポレーション様ほか、たくさんの方々に

お世話になりました。心より御礼申し上げます。

　　令和７年 3月

紀要委員長　森澤　桂

『福祉健康科学研究』第 20巻
2025（令和7）年３月
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